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言穿

三城小学校J己犠
プールできる稔

O 

O 

(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

、4

主語

義語
必

ず 僻

tν 
奇話ぎ

弾 ぞ

毒事三城小学校にプ

ーノレができました

ジーズシを迎え

て、子供たちは水

泳の練習ができる

のをたのしみにし

ています。

小学校のプーノレ

としては理想的な

もので、長さ25メ

ー トノレ、巾11メー

トノレで 6ゴース、

深さ約 1メー トノレ

となってお り、浄

化装置で水は衛生

的に保たれ、洗眼

場、νャワ一、足

洗場、脱衣場も完

備しています。

総工費=

約330万円

ι

・，

'
'
i
?
1
4町句、、
a
f

一

;
パ
ー
ル

の
子

一

一

供
達
を
結
核
か
ら

一

一

守
る
H

た
め
、
海

一

一

外
医
療
協
会
が
H

一

一

古
切
手
収
集
運
動

一

一

H

を
行
な
っ
て
い

一

一

ま
す
。

一

一

日
本
の
切
手
は
紙
が
上
質

一

一
で
印
刷
技
術
が
す
ぐ
れ
て
い

一

一
る
の

で
、
内
外
の
切
手
商
に

一

一
い
く
ら
で
も
う
れ
る
の
で
す

-

一

ネ
パ
ー
ル

の
子
供
達
の
B
一

一
c
G
の
代
金
四
百
万
円
が
目

一

一
標
で
す
か
ら
一
千
万
枚
が
必

一

一
要
な
わ
け
で
す
。

-

一

ど
ん
な
切
手
で
も
結
構
で

一

一
す
。
机
の
引
出
し
、
家
の
茶

一

一
棚
の
中
に
あ
る
古
切
手
を
ど

一

一
し
ど
し
お
寄
せ

く
だ
さ
い。

一

一
切
手
は
周
囲

一
セ
ン
チ
の
と

一

一
こ
ろ
か
ら
切
り
取
っ
て
大
村

一

一
市
玖
島
郷

大
村
市
役
所
総

一

一
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

一

一

四
月
か
ら
六
月
ま
で
に
本

一

一
町
貞
松
時
計
屈
従
業
員

一
同

一

一
植
松
郷
松
岡
春
生
さ
ん
、
乾

一

一
馬
場
市
営
住
宅
平
谷
公
子
さ
一

一
ん
、
A
さ
ん
よ
り
八
百
二
十
一

一
一
枚
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ぁ

-

一
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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比
率
配
給
を

守
り
ま
し
ょ
う

「
良
い
米
ば
か
り
、

先
に

食
べ

て
し
ま
う
と
、
あ
と
で

は
、
ま
づ
い
も
の
ば
か
り
食

べ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」

こ
の
不
合
理
を
な
く
す
る
た

め
に
、
本
年

一
月
か
ら
、
性

率
配
給
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す。
こ
れ
か
ら
十
月
に
か
け
て

最
も
米
穀
の
需
給
が
困
難
に

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
更
に

こ
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

体力を作り日本
脳炎

混
米
(
上
米
、
並
米
、
徳

用
米
を
定
め
ら
れ
た
比
率
で

混
ぜ
る
こ
と
)
し
て
も
ら
う

場
合
は
、
，計

算
書
を
つ
け

る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
必

ず
販
売
庖
か

ら
受
取
っ
て

比
率
や
価
格

を
た
し
か
め

る
よ
う
に
し

寺?し

ょ、
フ。

(品目)(1 OK9当り価格)(配給比率)I 
上米 1，215円 55% 
並米 1，.175円 41% 
徳用米 970円 4% 

-
!
農
業
用
水
路
を
改
良

池
田
郷
竹
ノ
木
場
の
農
業
用
水
路
が
り

?
は
に
改
良
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
水
路
も
昭
和
三
十
七
年
の
水
害
の

ρ

ぷ

7月下旬の梅雨あけから日本脳炎が一斉に

流行しそうな気配です。

日本脳炎は急に38度から40度の高熱が出て

2、3日する と意識がぼんやり したり、けいれ

んが起った りして、かかった人の 3人のうち

1人は死亡し、1人は後遺症を残すと言われる

ほど恐ろしい病気です。

日本脳炎は日本脳炎にかかった豚や馬から

ビーノレス をうけた蚊によってそのピーノレス が

人にうつされ発病し ます。しかしビーノレスを

うけた人が皆、発病すると いうのではな固く抵

抗力が弱っている一部の人が発病するのです

健康で、いつも 体に注意している大部分の人

は発病しま せん。

そこで万一ビールスをうけても発病しない

ように抵抗力を強く しておき ましょう。

①長時間、直射日光にさ らされるのをさけま

しょう。 必ず帽子をかぶって外出しましょ

う。とくに子供たちには注意してあげて く

ださ い。

②睡眠を十分とり 翌 日まで疲れを残さないよ

ーうにし ましょ う。一

③夏の食事はサツノミリ したものにかたよ りが

ちです。できるだけ脂肪分をとるようにし

ましょう。

④蚊にさされないようにしましょ う。

外では帽子を

時
こ
わ
れ
て
い
た
も
の
を
、
こ
ん
ど
は
三
面
コ
シ
ク

y
l
ト
張
り
に
し
た
も
の
で
す
。

総
延
長
H
百
六
十
メ
ー
ト
ル
。

総
工
費
H
約
、
四
百
十

一
万
州
。

た
ば
こ
は
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

昭
和
四
十
年
度
の
市
税
た
ば
こ
消
費
税
の
収
入
は

三
千
三
百
十
五
万
円
で
、
市
の
大
き
な
財
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。

し
ん
せ
い
一
個
で
約
八
円
八
十
銭
の
市
税
が
市
の

収
人
と
な
り
ま
す
。

た
ば
こ
は
市
内
で
買
う
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

口
口
口

中
小
企
業
振
興
資
金
の

資
金
の
使
途

運
転
資
金
お
よ
び
設
備
資

金
と
し
、
旧
債
返
済
金
の
充

当
は
で
き
な

い。

限
度
額

五
十
万
円
以
内

申
込
所

・商
工
会
議
所

受
付
期
間

七
月
二
十
日

よ
り
七
月
三

十
日
ま
で
、

た
だ
し
融
資
枠
に
達
し
た

場
合
は
申
込
を
締
切
り
ま
す

申
込
み
を
受
付
け

口
口
口

借
入
申
込
者
の
資
格

市
内
に
住
所
と
居
舗
が
あ

り
、
原
則
と
し
て
同
一
業
種

を
引
続
き

一
年
以
上
経
営
し

て
い
る
中
小
企
業
者
で
、
信

用
保
証
協
会
の
対
象
業
種
と

し
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る

者。

• 
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、ー、お
し
ら
せ

口
口
口

婦
人
相
談
室
を
開
設

口
口
口

.婦
人
の
お
困
り
ご
と
や
、

そ
の
他
い
ろ
/¥
の
相
談
を

受
け
る
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お

コ
ー

ナ

l

O
七
月
二
十
八
日

松
原
公
民
館

い
ず
れ
も
午
前
十
時
よ
り
午

後
三
時
ま
で

り
相
談
室
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

口

口
口

小
路
口
住
宅
入
居
者
募
集

口

口

口

市
営
小
路
口
住
宅
(
簡
易

耐
火
構
造
平
家
建
、
一
一
十
四

戸
)
の
入
居
者
を
つ
ぎ
の
要

領
で
公
募
し
ま
す
。

O
七
月
二
十
七
日

池
田
住
宅
公
民
館

納
付
と
納
税
の
相
談

納
税
者
が
で
き

る
だ
け
気
軽
る
に

納
税
で
き
る
よ
う

に
、
市
民
み
な
さ

ん
の
納
税
に
つ
い
て
の
相
談

を
つ
ぎ
の
日
程
で
行
な
い
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
利
用

し
て
納
税
に
つ
い
て
の
い
ろ

い
ろ
ご
不
審
の
点
ゃ
ー
災
害

病
気
、
事
業
の
廃
止
休
止
等

の
た
め
税
金
を
一
時
に
納
付

で
き
な
い
場
合
な
ど
そ
の
ま

L

放
置
す
る
こ
と
な
く
、
お

気
軽
に
係
員
と
相
談
し
て
納

税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
本
月
は
市
県
民
税

一

期
分
と
国
民
健
康
保
険
税
二

期
分
の
納
期
で
す
。
お
忘
れ

な
く
期
限
ま
で
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

日
程

(
大
村
地
区
)

本

庁

収

納

課

(
西
大
村
地
区
)

西
大
村
出
張
所

(
竹
松
地
区
)

竹

松

出

張

所

(
萱
瀬
地
区
ゾ

萱

瀬

出

張

所

(福
重
地
区
ノ

福

重

出

張

所

(
松
原
地
区
)

松

原

出

張

所

(
三
浦
地
区
)

三
浦

出

張

所

-
鈴
田
地
区
〉

鈴

田

出

張

所

(
横
山
頭
、
大
多

武
地
区

J

東
大
村
小
学
校

マ
時
間
は
午
前
九
時
よ
り
午
後

四
時
ま
で

7
月
刈
日

J
m
日

7
月
羽
日

tmω
日

7
月
お
β

J
初
日

7
月
釘
目

7
月
郡
日

7
月
別
日

7
月
初
日

7
月
初
日

7
月
別
日

相
談
日
に
お
出
か
け
出
来

な
い
か
た
は
直
接
収
納
課
に

お
出
で
く
だ
さ
い
。

マ
入
居
資
格

川
市
内
に
住
所
か
勤
務
場
所

を
有
し
、
所
定
の
家
賃
、

敷
金
を
支
払
う
能
力
を
有

す
る
こ
と
。

同
入
居
を
希
望
す
る
者
(
同

居
親
族
の
収
入
も
合
算
す

る
)
の
四
十
年
五
月
よ
り

四
十

一
年
六
月
ま
で
の
総

i、収
入
が
つ
ぎ
の
額
を
超
え

ム
な
い
こ
と
。

|扶養者数総収入額!

o人 1330，oooi

i 1人 I360.0001 

I 3人 I390.0001 

日士官自
!5人 I480.000i 

判
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族

(

未
届
の
妻
を
含
む

一
が
あ

司

Q
F
」レ」
。

マ
公
募
期
間

七
月
二
十
三
日
か
ら
七
月

三
十
日
ま
で

マ
申
込
場
所

市
民
課
ま
た
は
各
出
張
所

マ
抽
せ
ん
の
日
時
と
場
所

八
月
三
日

午

前
九
時

大
村
市
役
所

イ

ロロロ
盆
踊
り
の
講
習
会

口
口

口

盆
踊
り
の
講
習
会
を
行
な

い
ま
す
の

で
、
市
民
の
み
な

さ
ん
、
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

7
月

泊

日

午

後
1
時

中
央
公
民
館

7
月

お

日

午

後

1
時

諏
訪
公
民
館

曲
目黒

丸
く
ず
し

・
大
村
音
頭

東
京
踊
・
日
本
ば
や
し

口

口

口

生
業
資
金
を
貸
付

口
口
口

戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
の
国
庫
債
券
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
か
た
に
、
つ J 

ぎ
に
よ
り
生
業
資
金
を
貸
付

け
ま
す
の
で
保
険
年
金
課
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
貸
付
限
度
額
十
万
円

マ
申
込
期
限
七
月
三
十
日

マ
貸
付
予
定
八
月
十
五
日

思
明
に
寄
付

市
内
幸
町
の
古
賀
仁
さ
ん

は
亡
父
武
七
さ
ん
の
忌
明
に

ま
た
、

市
内
水
田
町
の
河
井

巌
さ
ん
は
亡
母
ブ
イ
さ
ん
の

忌
明
に
そ
れ
ぞ
れ
金

一
封
を

社
会
福
祉
事
業
資
金
に
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

串
木
野
市
火
災
に
見
舞
金

竹
松
部
隊
第
一
中
隊
の
皆

さ
ん
は
串
木
野
市
火
災
被
災

者
に
と
四
千
九
百
二
十
八
円

と
品
物

一
包
を
大
村
市
に
寄

託
さ
れ
ま
し
た
。

-・
0r
・

知
ら
ぬ
は

親
た
ち

ば
か
り
な
り
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大
雨
に
注
意
し
よ
う

私
た
ち
市
民
に
と
っ
て
、
昭
和
三
十
二
年
、
三
十

七
年
の
大
水
害
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
.

今
年
も
大
雨
が
降
ら
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
常
日

頃
つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
に
注
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

る
こ
と
。

③
避
難
す
る
と
き
は
、
警
察

官
や
消
防
団
員
の
指
示
の
も

と
に
落
ち
つ
い
て
行
動
し
て

，早
く
安
全
な
場
所

へ
行
く
よ

う
に
す
る
こ
と
。

④
避
難
先
で
は
根
も
葉
も
な

い
デ
マ
が
と
び
が
ち
で
す
が

①
女
の
人
は
ス
ラ
ッ
ク
ス
や

モ
シ

ぺ
な
ど
活
動
L
や
す
い

も
の
を
着
用
す
る
と
と
。

②
一

人
だ
け
で
行
動
し
な
い

で
家
族
や
近
所
の
人
が
か
た

ま
っ
て
避
難
す
る
よ
う
に
す

長
崎
県
自
然
公
園
大
会

日時 7月初日(土) 31日(日〉

会場 多良岳県立公園野岳湖畔

参加申込方法 7月 25日までに大

村市商工水産課に申込むこと。

参加者は全員キャンプを行なう

キャンアに必要なテシト 、毛布c1

人1枚)は無料で貸与し、全員自炊

とします。

参加者は30日13時30分までに野

岳入口パス停留所の受付に申出る

こと。会場ま では野岳入口パス停

留所より、貸切パスにて輸送しま

す。

第 2日目の野外活動隊の参加は

自由とします。

そ
れ
ら
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
落
N
ニ

fizz--
zJE
'

ち
つ
い

て
行
動
す
る
こ
と
。

ヶ

4
A守
」
司
パ
川
11
4川
d
dv・d
・--f
u
j
u---

し
組
閣
闘
圃
圃
曙
調
髄
顧

⑤
非
常
袋
の
よ
う
な
も
の
を
…
一

mmmmy引
が
Jη一
M
M…
…

川

刊

行

り

…

山

一

に

弘

一

品
購
醐

闇

楊

臨

醐

一日

i
J
;υ必
叫
へ
JIJ

J
vpu.yqhohH山
川
一
⑫

-J
齢
瞬
圏
盟
関
繍
翻

用
意
し
、
三
日
分
位
の
食
糧
川

4
庁
界
島
岡
F

M
x
h

ノ

B
4司
J
A
I
-
/ハ
』

…一
一一一-
一週
盟
関
調
髄
期
韓
関

と
着
が
え
の
衣
料
、
水
筒
に川

4

1

‘

心一一一
錦

繍

調

盤

整

入
れ
た
飲
料
水
、
ホ
l
タ
イ
…

【
野
岳
湖
】

②

し

み

視

う

の

で

あ

る

。

一一
一¥一し
一臨
灘
鏑
翻
探
勝
機

'
 

傷
薬
な
ど
の
医
薬
品
を
入
れ
…
野
岳
湖
水
の
恩
恵
を
受
け

こ
の
湖
は
多
良
山
系
中
で

¥一
一三

錦
繍
鰯
機
織
場
機

て
お
く
こ
と
。
ま
た
、
懐
中
川
る
松
原
、
福
重
の
地
区
民
は

最
も
大
き
い
湖
で
春
は
桜
の

一人
十
髄
臨
閤
醗
液
鰯
綴

…

電
灯
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
-
フ
…

深
沢
儀
太
夫
の
霊
に
こ
た
え
名
所
と
し
て
名
高
く
、
夏
は

一一諮

闇

圏

圃

人

鋭

機

ジ
オ
な
ど
余
分
な
荷
物
と

ふ

る

た

め
に
明
治
三
十
年
(
三
キ
ヤ
シ
プ
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、

一、

i
む
闘
園
田
勝
三

一

ら
ぬ
程
度
の
も
の
も
入
れ
て
…
三
年
)
に
こ
の
堤
防
の
上
に
魚
釣
り
な
ど
四
季
を
通
じ
て

…J

時
国

圃

圃

鵬

ぷ

鍛

一

お
く
ほ
か
、
現
金
、
貯
金
通
川
儀
太
夫
の
記
念
碑
を
建
立
し

観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
い

る

法

蓮

闇
醐
輔
副
霊
闘
機

帳
、
印
鑑
な
E
た
い
せ
つ
な
川
毎
年
四
月
上
旬
桜
花
満
開
の
昭
和
二
十
六
年
四
月
多
良
岳

J
舟

1

細
菌
闇
麟
箇
圃
闇
聞

も
の
は
肌
身
に
つ
け
る
よ
う
川
頃
に
は
大
祭
を
行
な
っ
て
い
県
立
公
園
の

一
部
と
し

て
指
繍
総
磁
幽
闇
躍
園
田
園
圃

に

す

る

こ

と

。

川

る

o

ま
た
、
同
時
に
松
原
、

定
さ
れ
、
貸
し
一
ア
シ
ト
、
毛

j

哨一端醐臨
薗
圃

福
重
、
竹
松
地
区
の
小
中
学
布
、
敷
板
、
給

水

設

備

(

白

峰

麗
露
醐
闘
闘
開
明
鋪
醐

川
校
の
大
運
動
会
も
野
岳
運
動
動
滅
菌
装
置
付
)
洗
場
、
便

;

府
一
闘
園
園
開
絃臨
鵬

川

場
で
行
か
わ
れ
当
日
は
五
千

所
、
野
外
炉
、
焼
却
炉
等
も

J
J
一j

鎖
副
圃
圃
麟
幽
蘭

川
人
に
も
お
よ
ぶ
人
出
で
賑
わ
完
備
し
、
年
々
観
光
客
も
増

ふ

勧
圃
圃
圃
蝿
鋼
噴
霧

い
年
中
行
事
の

一
つ
と
し

て

し

、
毎
年
数
万
の
客
で
賑
つ

1

J園
田

-
J
…壊

家
族
と
も
に
此
の

日

を

た

の

て

い
る
。

祖
国
圃
・園
、
川

一

野岳湖行のパス増発

キャ ンプνーズシ をむかえ、7月9日よ

り8月31日ま で野岳湖行のパスが増発さ

れています。

大村発 !野岳湖発

7.20 

9.25C増)|

11.15C増y
13.20 
15.50 
18.45 

市税を納期前に

納めると報奨金

がもらえます

(計算式〉

の-L )x納期前の月数
100 

例えば41年度の国民健康

保険税を7月末日で4，000円

前納した場合の報奨金はつ

ぎのとおりです。

!期別 税額 前納|報奨銀行のf貝i
月数|金 額 金 利 子;

! 円| 月 円 円1

1期!1，0001 2 20 3 
1期!1，0001 4， 40 

!5規1，0001 6 60 11 ! 

円1000188015 J
計 4，0001- 200 36 

報奨金==-C前納額

6.30 
8.45C増〉
10.15C増)

11.50 
14.45 
17.25 

d ‘ 

1 
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